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「求人状況、以前より良くなっている」という声、3 倍に。 
派遣求人サイトユーザーの求人市況感が大幅改善。景気改善に伴う活発な採用ニーズを反映。 

 

エン・ジャパン株式会社が運営する派遣情報サイト「[en]派遣のお仕事情報」では、2005 年 10 月 25 日～

2005 年 11 月 24 日、サイトユーザー2064 名を対象に「求人状況に関する調査」を行ないました。 
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調査期間 ：2005 年 10 月 25 日～2005 年 11 月 24 日 

回答数  ：2064 名 

回答者属性：[en] 派遣のお仕事情報に会員登録を行なっているユーザー。 

93.7%が女性。82.4%が 20 代・30 代。 
は、全体の 32%が「求人状況は以前よりよくなっている」と回答。昨年 12 月に行なった同様

「求人状況は以前よりよくなっている」の回答は全体の 12%であったことから、この 1年間で

好況感を感じる回答者の比率が約 3 倍に増え、派遣求人市況の活性化を、求職者が強く感じ

示す結果となりました。 

において、求職活動において「妥協できない」条件を尋ねたところ、1位「時給」（昨年 5位）、

容」（昨年 4位）となりました。この結果からは、求人状況の改善を受け、待遇面や仕事内容

よりよい条件で求人を探す人材が増加している事も伺えます。 

果は、2005 年 10 月に、有効求人倍率と失業率がともに上昇したことに象徴されるように、

伴い、より良い就業条件にこだわり求職活動を行なう求職者が増加した結果であると見てい

成 17 年 11 月 29 日 竹中総務大臣 閣議後記者会見 

倍率と失業率がともに上昇したことに対して。 

回復に伴って、より条件の良い仕事を探す人や新たに仕事を探し始める人が一時的に増加し

どによる」「自らより良い職場を求めて求職活動を行った人が増えた」 

ン株式会社では今後も運営する求人サイトユーザーへのアンケートを通じ、求人市況や景気動

連した求職者の動向調査を行なっていきます。 
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質問．質問  最近の求人状況をどのように感じていますか？ 

全体の 32%が、以前よりも求人状況が改善されていると回答。前回 2004 年 12 月度に行なった同様の

調査では「以前よりよくなった」の回答は 12%であったため、3 倍増の結果となっている。また、「以

前より厳しくなっている」の回答は、04 年 44%から 05 年 26%と約 40%減となっている。 

参考：2004 年度調査との比較「最近の求人市況感」 
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回答者数全体の 90%が何らかの雇用形態で、求職活動を行なっていると回答。 

質問．質問  現在求職活動を行なっていますか       

 

派遣求人サイト[en] 派遣のお仕事情報による「求人状況に関する調査」詳細結果資料 
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会社の雰囲気

仕事内容（職種）

時給（給与）

前回 2004 年度 12 月調査との比較では、「時給（給与）」が 5 位から 1 位へ、「仕事内容」が 4 位から 2
位へと順位を上げている。これは、景気の回復に伴い求人市況、特に派遣社員などの雇用が活性し、

そのため、仕事内容や待遇にこだわって求職活動を行なう求職者が増加した結果と考えられる。 

質問 求職活動において妥協できないと考える条件をお聞かせ下さい 

「仕事の情報件数が増えている」と実感するユーザーが顕著に多い。これは後述する、待遇条件や仕

事内容にこだわって求職活動を行なうユーザーの増加傾向の基盤となるものである。また、「その他」

の回答には「正社員の募集は少ないけれど、派遣の募集は件数が増えた。」「短時間や週 4 日以内が増

えて、選びやすくなった。」など、求職者が、雇用の非正社員化、ワークシェアリングの活用の増大傾

向を実感しているコメントも見受けられた。 

質問．質問  求人状況が「以前より良くなっている」と回答した方にお聞きします 

どのような点で求人状況が改善されていると感じますか 
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参考：2004 年度調査との比較「求職活動において妥協できない条件の変化」 
04 年度 妥協できない条件 

：会社の雰囲気    63.4%

：通勤時間        61.3%

：勤務地          59.8%

：仕事内容（職種） 50.4%

：時給（給与）  47.6%

：勤務時間        36.7%

：雇用形態        32.1%

：会社の規模や業種 13.7%

2005 年 妥協できない条件 

1 位：時給（給与） 51.0% 

2 位：仕事内容（職種） 50.6% 

3 位：会社の雰囲気 41.0% 

4 位：勤務地 41.0% 

5 位：通勤時間 39.7% 

6 位：勤務時間 36.5% 

7 位：雇用形態 17.7% 

8 位：会社の規模や業種 7.3% 

       ※特になし・その他：2.3% 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ン株式会社（http://corp.en-japan.com/） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

立、2001 年 6 月にヘラクレス市場上場。インターネットを利用した求人求職情報サービス及

ら社員教育、人事評価制度までのコンサルティングを提供しています。2005 年第 3 四半期

1日－2005 年 9 月 30 日）決算は売上高対前年比 73.3％増の 79 億 7,300 万円、経常利益は、

5％増の 29 億 1,100 万円と順調に推移。今期も通期業績の上方修正を行い 5 期連続増収増益

サービス[en]社会人の就職情報、日本全国の優良人材紹介会社集合サイト[en] 転職コンサル

の派遣会社集合サイト[en] 派遣のお仕事情報、学生向けの就職情報サイト[en]学生の就職情

005 年の 2月には、正社員登用ありのアルバイトのみを掲載する[en]本気のアルバイトを 

ータルな就職・採用支援事業を展開する求人サイトのリーディングカンパニーです。 
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